
近年、不規則な食事や栄養バランスの偏りを原因とする肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身（やせ）志向、「食」を大切にする意識や感謝する気持ちの
希薄化、日本独自の食文化の衰退など、「食」をめぐる様々な問題が生じている。このような状況のもと、生涯を通じた健全な食生活、食文化の継承、健康
の増進などを実現することができるよう、市民一人ひとりが、食に関する様々な知識と食を選択する能力を身につけることを目指した食育を推進していくこ
とを目的とする。

平成２５年度に策定した食育推進計画に基づき、具体的な取組みを行うことにより、一人でも多くの市民が食に
関心を持ち、意識して実践に取り組めるよう、施策を総合的に推進する。
その中でも、健康づくりのボランティアとして地域で活躍する食生活改善推進員との連携を図り、身近な地域に
おける食育（料理教室の開催や情報発信などによる食育啓発）を推進する。

今後の
方向性

生涯を通じた健康づくりを推進する健康
共生共感都市

施
策
の
大
綱

保健福祉部健康推進課

事業： 食育推進事業 1464
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第2章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

生涯を通じた健全な食生活、食文化の継承、健康の増進など、計画に基
づき実践出来ている。A

ヒアリングや検討委員会により、「食育推進計画」に基づき、全庁的な取り
組みが確認できたため。毎月の市広報紙やホームページなどで旬の食材
や地元の食材などを活用したレシピ紹介や食育推進計画の内容の周知を
行い食育の啓発を行ったため。食生活改善推進員の養成講座及びフォ
ロー教室を実施し、地域における食育推進のための体制づくりの充実を
図ったため。

A
A

A

目

標

・平成25年度に策定した「河内長野市食育推進計画」に基づき、関係機関との連携を行いながら食育を推進する。
・「食生活改善推進員養成講座」を実施し、食育の推進を行うボランティアを養成するとともに、前年度の講座修了者の活
用を図ることにより、より一層、地域における食育を推進する。
・血糖値が高めで治療をしていない市民を対象に「糖尿病予防教室」を実施し、参加者の血糖コントロールの改善に努め
る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

7,535

2,108

0.70

0.00

2,034

47

0

27

一人あたり

世帯あたり 159

69

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

1,951

1,860

54

0

37

7,713

0.75

0.00

163

70

157

174

-7

0

-10

-178

-0.05

0.00

-4

-1

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

5,427

0

事業費（決算額） 2,108

5,762

0

1,951

-335

0

157 (千円)

 (千円)

 (千円)
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